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する旨、口頭でも説明を行い、承諾を得た。分析には、IBM SPSS Statistics Version 23を使用した。
 3 ．結果と考察
 1 ）各尺度の分析
　AS困り感尺度は「とても困っている」 3点、「困っている」 2点、「少し困っている」 1点、
「困っていない」 0 点として得点化した。因子分析（主因子法、Promax回転）の結果を
TABLE 1 に示した。固有値が 1以上で、解釈が可能であることから 4因子を採用した。第 1
因子は「11.進学やクラス替えのときに新しい友人を作るのは苦手だ。」「 3 .初対面の人とはど
うやって話したらいいかわからない。」「 2 .雑談などのとりとめのない話をするのは苦手だ。」
「 1 .授業や行事で『グループになってください』といわれると困ってしまう。」等の 8項目か
ら構成され、「集団活動の困難さ」因子と命名した。第 2因子は、「 5 .皮肉や冗談がわからな
いことがある。」「21.うそや作り話を見抜くのは苦手だ。」「15.他の人がどんなことを考えてい
るのかを想像することが苦手だ。」「25.暗黙のルールがわからなくて困ることがある。」等の 7


























.67 -.19 .19 .03 .48












.48 .33 .01 .02 .58
5 皮肉や冗談がわからないことがある。 .04 .92 -.01 -.33 .51




















-.16 .31 .28 .24 .40
8 友達がいなくて寂しい。 .06 -.04 .91 -.12 .72
13 友達が少ないことが気になっている。 .19 -.15 .83 -.11 .63




-.10 .26 .44 .09 .41




.02 -.05 -.12 .61 .27




.13 .20 -.06 .49 .50




.13 .23 -.01 .33 .37
因子間相関 Ｆ1 Ｆ2 Ｆ3 Ｆ4
Ｆ1　集団活動の困難さ －
Ｆ2　想像力の困難さ .63 －
Ｆ3　友人関係の困難さ .60 .65 －


















№ 項目内容 Ｆ1 Ｆ2 Ｆ3 Ｆ4 Ｆ5 共通性
5 周囲となじめている .94 .01 -.20 .12 .04 .76
1 周囲に溶け込めている .87 .01 -.12 .12 .01 .70
17 自分と周りがかみ合っている。 .70 -.01 .07 -.08 .05 .54
13 自由に話せる雰囲気である .58 -.02 .09 -.03 .06 .39
9 周りの人と楽しい時間を共有している .56 .17 .13 -.05 -.14 .53
30 周りと助け合っている .47 .20 .21 -.12 .02 .53
25 周りに共感できる .46 .12 .20 -.04 -.22 .44
11 周りから必要とされていると感じる .03 .81 -.03 -.01 .04 .66
15 周りから関心をもたれている .03 .74 .06 -.12 .00 .55
3 周りから頼られていると感じる .16 .73 -.15 .04 -.01 .59
7 周りから期待されている -.01 .72 -.12 .12 -.11 .49
19 存在を気にかけられている .07 .58 .12 -.09 .00 .44
23 良い評価がされていると感じる .06 .42 .13 .12 .04 .38
27 リラックスできる -.05 -.13 .84 -.03 .02 .57
29 安心する .06 .17 .71 -.09 -.02 .66
28 幸せである .06 .09 .71 -.02 .02 .62
22 充実している .05 .03 .61 .23 -.01 .59
21 ありのままの自分を出せている .14 -.07 .48 -.01 .11 .33
26 熱中できるものがある -.10 -.09 .48 .21 -.03 .24
14 好きなことができる .06 -.05 .38 .27 .03 .31
2 将来役に立つことが学べる .17 -.13 -.01 .79 -.06 .57
6 これからの自分のためになることができる .04 -.04 .01 .77 .00 .58
18 成長できると感じる -.17 .25 .18 .50 .09 .53
10 やるべき目的がある -.16 .19 .12 .47 -.04 .35
12 役に立っていないと感じる＃ -.03 .34 -.13 .02 .65 .56
8 自分だけだめだと感じる＃ -.15 .13 .00 .07 .60 .41
4 周りに迷惑をかけていると感じる＃ -.14 -.03 -.07 -.02 .58 .33
16 嫌われていると感じる＃ .18 -.08 .04 -.05 .56 .35
20 周りから指示や命令をされているように感じる＃ -.06 -.19 .22 -.08 .41 .21
24 自分が場違いだと感じる＃ .29 -.19 .13 -.01 .53 .40
因子間相関 Ｆ1 Ｆ2 Ｆ3 Ｆ4 Ｆ5
Ｆ1　周囲との関係の良さ －
Ｆ2　被信頼・受容感 .57 －
Ｆ3　安心・充実感 .58 .52 －
Ｆ4　将来への展望 .19 .44 .36 －






等感の無さ」の因子とした。第 1因子は「 5 .周囲となじめている」「 1 .周囲に溶け込めている」
「17.自分と周りがかみ合っている。」「 9 .周りの人と楽しい時間を共有している」などの 7項
目から構成され、「周囲との関係の良さ」因子と命名した。第 3因子は、「27.リラックスできる」
「28.幸せである」「29.安心する」「22.充実している」などの 7項目から構成され、「安心・充






　尺度の信頼性を求めたところ、Cronbachのα係数は、第 1因子が.881、第 2因子が.853、 第




















安心・充実感 将来への展望 劣等感の無さ 自尊感情
集団活動の困難さ -.395** -.335** -.347** -.192** -.372** -.327**
想像力の困難さ -.239** -.248** -.307** -.134** -.507** -.424**
友人関係の困難さ -.336** -.228** -.348** -.203** -.442** -.341**
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